
令和年月日 火曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
一
億
九
千
五
百
二
万
五
千
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
九
千
九
百
九
十
七
万
五
千
円
減

少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
五
百
万
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
一
番
七

一
二
〇
九

号
株
式
会
社
赤
坂
国
際
会
計
内

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
野

貴
司

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
十
九
億
四
千
万
円
か
ら
十
八

億
四
千
万
円
減
少
し
、
ま
た
、
令
和
八
年
二
月
十
三
日
か

ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
を
払
込
期
日
と
す

る
株
式
の
発
行
を
条
件
と
し
て
、
資
本
金
の
額
を
当
該
株

式
発
行
に
よ
り
増
加
す
る
資
本
金
の
額
と
同
額
分
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
九
億
四
千

万
円
か
ら
十
八
億
四
千
万
円
減
少
し
、
ま
た
、
令
和
八
年

二
月
十
三
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
を

払
込
期
日
と
す
る
株
式
の
発
行
を
条
件
と
し
て
、
資
本
準

備
金
の
額
を
当
該
株
式
発
行
に
よ
り
増
加
す
る
資
本
準
備

金
の
額
と
同
額
分
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
六
月
十
九
日

掲
載
頁

一
八
五
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
五
番
一
号

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
グ
ロ
ー
バ
ル

代
表
取
締
役

栗
山

浩
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
九
百
六
十
三
万
一
千
四

百
八
十
八
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
三
億
九
千
四
十
三

万
八
千
七
百
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
北
青
山
二
丁
目
一
一
番
三
号

株
式
会
社
マ
イ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役

岩
城

農

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
百
五
十
億
円
（
た
だ
し
、

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
最
初
に
行
う
第
三
者
割

当
増
資
に
係
る
株
式
の
発
行
に
よ
り
同
時
に
増
額
す
る
資

本
金
の
額
が
こ
れ
を
下
回
る
場
合
は
、
当
該
金
額
）、
資

本
準
備
金
の
額
を
三
百
五
十
億
円
（
た
だ
し
、
令
和
八
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
に
最
初
に
行
う
第
三
者
割
当
増
資
に

係
る
株
式
の
発
行
に
よ
り
同
時
に
増
額
す
る
資
本
準
備
金

の
額
が
こ
れ
を
下
回
る
場
合
は
、
当
該
金
額
）、
そ
れ
ぞ

れ
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
二
日

掲
載
頁

一
四
七
頁
（
号
外
第
一
五
一
号
）

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

日
本
風
力
開
発
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

藤
谷

雅
義

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
一
億
五
千
五
百
八
十
二
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
四
千
四
百
三
十
二
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
七
月
二
十
二
日

掲
載
頁

一
八
七
頁
（
号
外
第
一
六
七
号
）

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

名
古
屋
市
千
種
区
千
種
二
丁
目
二
二
番
八
号
名
古

屋
医
工
連
携
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
二
〇
三
号

株
式
会
社
ｉ
Ｃ
ｏ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
研
究
所

代
表
取
締
役

秋
田

利
明

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
五
百
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
一
千
五
百
万
円
減
少
し
、そ
れ
ぞ
れ
四
千
万
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

三
重
県
津
市
河
辺
町
四
五
番
地有

限
会
社
亀
井
園
芸

代
表
取
締
役

亀
井

健
一

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
四
百
八
十
五
万
円
、
資

本
準
備
金
の
額
を
四
千
五
百
十
五
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
四
丁
目
二
番
七
号

淀
屋
橋
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

関
口
麻
紀
子

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
五
〇
〇
百
万
円
、
資
本
準

備
金
の
額
を
一
四
百
三
十
九
百
万
円
減
少
し
、
資
本
金
の

額
を
三
〇
百
万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
六
十
一
百
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
三
月
二
十
五
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
一
月
二
十
三
日
に
終
了
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
九
月
三
十
日

掲
載
頁

一
三
四
頁
（
号
外
第
二
一
九
号
）

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

兵
庫
県
淡
路
市
岩
屋
九
二
四
番
地
一

株
式
会
社
ニ
ジ
ゲ
ン
ノ
モ
リ

代
表
取
締
役

貞
松

宏
茂

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す
る

旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

岩
手
県
花
巻
市
上
似
内
第
六
地
割
一
七
五
番
地
一

株
式
会
社
岩
手
米
飯

代
表
取
締
役

小
向

淳

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
三
月
十
五
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
二
月
二
十
四
日

名
古
屋
市
中
村
区
竹
橋
町
五
番
五
号

株
式
会
社
さ
か
え
ビ
ル

代
表
取
締
役

沖
本

明
道
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